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ると，カンピロバクター属は 26 種，9 亜種と報告され
ている［2］．本稿執筆時は 31 菌種で，そのうちの 6菌
種が 13 亜種に分かれている状況であるが，近年，新菌
種が続々と報告されている．
カンピロバクター属という分類名は Vibrio fetusを

Campylobacter fetusに改名した1973年に設立され［3］，
カンピロバクター科，カンピロバクター目，クラスイプ
シロンプロテオバクテリア，及びプロテオバクテリア門
に属する．カンピロバクター科は，カンピロバクター属，
ヘリコバクター属，ウォリネラ属の分類改定が行われた
1991 年に新しく設立されており，同時にアルコバク
ター属も新設されている［4］．

3　人と動物からの分離状況
（1）Campylobacter fetus

ア　C. fetus subse. fetus

1906 年イギリスの獣医師 John Mcfadyeanと
Stewar t Stockmanが牛と羊の流行流産の調査時
に，羊の子宮粘液中に現在の C. fetus subsp. fetus

に当たる菌を検出したとする報告書が存在する．こ
の報告書はイギリス国立公文書館（ロンドン旧女王
陛下記録資料保管所 HMSO：Her Majestyʼs Sta-

tionar y Of fice）にあり，2006年に Skirrow［5］が，
この報告書を引用して Campylobacter属菌に相当
する菌の初めての分離について詳細を記述してい
る．1919 年にアメリカの Smithら［6］が牛流産
胎仔から Vibrio属菌に似たらせん状の菌を分離し
て Vibrio fetusと命名した．また，1927 年に同様
な菌を Spirillum fetusと名付けている．1947年，V. 

fetusが人の敗血症性流産の原因であると報告され
人獣共通感染症であることが明らかとなった．その
後，人の症例報告が多数続き，V. fetusは主に衰弱
した宿主で発生する日和見的な病原体であると考え
られてきた［7, 8］．1973 年になって Veronら［3］
が Campylobacter 属 を 新 設 し，Campylobacter 

fetusとの名称に変更された．病原菌として古い歴

1　は　じ　め　に
カンピロバクターという語からイメージされるもの
は，多くの人たちにとって食中毒であろう．1980 年代
に食中毒の原因病原体として食中毒統計に取り上げられ
て以降，細菌学的そして疫学的研究の進展とともにカン
ピロバクター食中毒の社会的認識が高まってきた．それ
に伴い，食中毒年間発生件数と発症人数の報告が増加し
続け，現在では細菌性食中毒の範疇に限れば他の細菌を
原因とする事例を大きく引き離し最も多発する食中毒と
なっている．逆の見方をすれば，カンピロバクター食中
毒は未だに制御するに至っていないということができ
る．
カンピロバクター食中毒の原因となる菌種は，主に

Campylobacter jejuniで，時に C. coliもあることはよ
く知られるようになり，多くの公衆衛生・食品衛生・食
肉衛生関係者などによって研究され両菌種に関する総説
は英文・和文ともによくみかける．一般市民を対象とし
た雑誌やパンフレットなどを用いた啓蒙活動によってカ
ンピロバクターという語は社会的にも徐々に認知される
ようになってきたようである．
しかしながら，対象を食中毒から人獣共通感染症とい
う括りに広げると，その病原菌として C. jejuni，
C. coli以外のカンピロバクター属菌があり，それらの
情報量は決して十分とは言えない．分離培養技術の進展
ととともに多くのカンピロバクター属菌が動物や人の症
例から報告されている一方で，遺伝子レベルでの同定や
ゲノム解析の発達により，これまでカンピロバクター属
とされていた菌が別の属へ分類されるようになった例も
ある．
本稿では，歴史を振り返りながら現時点におけるカン
ピロバクター属菌の人獣共通感染症原因菌としての位置
付けを試みたいと思う．

2　菌　の　分　類
カンピロバクター属菌は 2004 年時点で，17 菌種 6亜
種 3 生物型から構成されていた［1］．2014 年時点にな
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名した．1973 年に前述のとおり新しい属が設けら
れ Campylobacter jejuniとなる［3］．この時期に
前後して人の糞便からの菌分離報告が出始め，
1977 年の Skirrow［16］による選択培地の報告後，
多くの研究室で菌分離が可能となり人の病原体とし
て認識されるようになった．牛の腸管のみならず肝
臓に生息していることがある．鶏の腸管内にも高頻
度で生息していることが知られており解体過程で鶏
肉を汚染することから食品衛生上大きな問題となっ
ている．
イ　C. jejuni subsp. doylei

1988 年 Steeleら［17］によって報告されたもの
で，胃腸炎を呈する人から分離されている．現時点
では動物からは分離されていない．

（4）C. coli

1948 年 Doyle［18］が豚赤痢の研究中に分離したら
せん状の菌を Vibrio coliと命名した．1973 年新属新設
時に Campylobacter coliとなった［3］．主に豚の腸管
内に生息する菌であるが，家禽からも分離される．また，
牛，羊，山羊，犬などからも分離されることがある．
人で食中毒を引き起こすことがあるが，C. jejuniを
原因とする食中毒事例数と比較すると本菌種での事例数
は少ない．なお，1995 年に豚の増殖性腸炎から分離さ
れ新種として報告された C. hyoilei［19］は 1997 年に
Vandammeら［20］によって C. coliと同一菌種である
と認定されている．

（5）C. mucosalis

本菌は，1975 年 Lawsonら［21］によって豚からの
分 離 が 報 告 さ れ た 時 点 で は C. sputrum subsp. 

mucosalisという名称の亜種とされていたが，1985 年
Roopら［14］によって種に格上げされた．本菌は健康
な豚からは分離されないが，壊死性腸炎，局所性回腸炎，
及び増殖性出血性中毒症などの豚腸粘膜病変部から多数
分離されることが知られている［22］．同定技術が確立
していない時代において人の症例も散見されるが信頼性
が低かったのかもしれず［23］，近年は人からの分離例
は報告されていない．

（6）C. ureolyticus

1978 年 Jacksonら［24］により当初は Bacteroides 

ureolyticusとして報告された．表層壊死または壊性病
変から B. ureolyticusが分離されているが，本菌が感染
部位から純培養状に分離されることはなく，他の菌が病
因に関与している可能性があることが示唆されている
［25］．また，人の生殖器から頻繁に分離され健康な正
常菌叢の一部であると考えられていた［26］．2010 年に

史があるものの C. fetusの人への感染源及び感染経
路は明らかになっていない．動物では牛，羊，山羊
の糞便から分離されるが，家禽や豚は保菌動物とみ
なされていない［8］．
イ　C. fetus subsp. venerealis

1959 年フランスの Florentにより Vibrio fetus 

subsp. venerealisとして本菌が報告されたのち，
1973 年に C. fetus subsp. venerealisと属名が変更
された［3］．本菌は C. fetus subsp fetusと同様に
牛の糞便及び腸管内から検出されるが，特に牛の生
殖器に高度に適応しており散発的な流産に関連して
いる［9］．C. fetus subsp. fetusほど人の症例は多
くない．
ウ　C. fetus subsp. testudinum

2014 年にウミガメ，トカゲ，さまざまな爬虫類
から分離された C. fetusを解析した結果，異なる分
類学的グループの菌株が現れ，亜種として C. fetus 

subsp. testudinumと名付けられた．人の菌血症か
ら分離された株の中にもこのグループに入るものが
認められている［10］．

（2）C. sputorum subsp. sputorumと C. sputorum 

subsp. bubulus

1914 年 Tuniclif f［11］が人気管支炎の症例かららせ
ん状の菌を分離したのが最初とされ，1940 年に Prevot

がこれを嫌気性のビブリオとして報告し，Vibrio 

sputorumと命名している［12］．1953 年，Florentが
Vibrio bubulusを分離し，1965年，Loescheら［13］は，
人の口腔から分離されたらせん菌を subsp. sputorum

と subsp. bubulus に 分 け た．1973 年，Campylobacter

属新設に伴い，それぞれ C. sputorum subsp. sputorum，
C. sputorum subsp. bubulusと改称された［3］．

C. sputorum subsp. sputorumは人の口腔内の共生細
菌と考えられており健康な人の糞便からも分離されるこ
とがある．人の下痢症や膿瘍から分離されることがある
が病原的意義は不明である．牛，豚，羊などからも検出
されることがあり歴史的には古い菌であるが詳細はわ
かっていない．C. sputorum subsp. bubulusは牛の生
殖器から分離されることがあるが，人への病原性はない
ものと考えられている．なお，1981 年 Lawsonらは新
しい亜種として C. sputorum subsp. mucosalisを提唱
したが，この亜種は 1985 年に C. mucosalisと改称され
新しい種として独立した［14］．

（3）C. jejuni

ア　C. jejuni subsp. jejuni

1931 年 Jonesら［15］が下痢を呈する仔牛の糞
便かららせん状の菌を分離し，Vibrio jejuniと命
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（11）C. upsaliensis

1983 年に Sandstedtら［44］がスウェーデンのウプ
サラにある動物病院に通院する犬の糞便からカタラーゼ
陰性のカンピロバクターを分離報告した．1985 年，
Steeleら［45］は，人の糞便から分離される同様な菌を
報 告 し た． 正 式 に 菌 種 名 と し て Campylobcter 

upsaliensisが認められたのは 1991 年である［46］．本
菌が人の細菌性腸内病原体として関係しているという報
告は多数ある．慢性下痢症の犬から C. upssaliensisが
分離された報告［47］があるが，動物では多くの場合
症状はみられないと考えられている．

（12）C. curvus

1984 年に Tannerら［48］が嫌気性の短いらせん菌を
人から分離し，当初Wolinella curvaと命名した．1991
年 Vandamme ら［35］ による分類改定の際に C. 

curvusと改称されている．人の症例はきわめてまれで
小児患者の下痢便からの C. curvus分離率は 0.05％
（2/4122）と報告されている［49］．犬からも分離され
ているが病原性は明らかでない．

（13）C. hyointesitinalis subsp. hypintestinaris と
C. hyointestinalis subsp. lawsonii

1985 年 Gebhar tら［50］が，豚の増殖性腸炎，牛糞
便，ハムスター腸管内かららせん菌を分離し，
C. hyintesitinarisと命名した．人の下痢症からも分離
されることがある．1995 年に Onら［51］が DNAの
相同性による解析を行い，豚の胃から分離される菌を
C. hyointestinaris subsp. laosoniiと命名し独立させて
亜種とした．本亜種の人と動物に対する病原性は確認さ
れていない．

（14）C. helveticus

1992 年，Stanley ら［52］ が 犬 と 猫 の 糞 便 か ら
C. helveticusを分離した．動物における臨床的重要性
については結論がでていない．人に病原性があると考え
られている C. upsaliensisと遺伝学的に近縁であること
がわかっているが，本菌種の人への感染症例報告は今の
ところない［53］．

（15）C. showae

1993 年に Etohら［54］により健康な人の歯垢から
分離された．疾病との関連性は見つかっていない［55］．

（16）C. hominis

1998 年 Lawsonら［56］により健康な人の糞便から
分離された．疾病との関連性は見つかっていない［55］．

なってようやく再分類され，Campylobacter ureolyticus

と名称変更された［27］．人の下痢便から頻繁に分離検
出されるにもかかわらず健常者からも同様に分離される
ことから，C. ureolyticusと下痢性疾患との関連は確立
するに至っていない［28］．動物では，健康馬の子宮内
膜から B. ureolyticusとしての分離報告がある［29］．

（7）C. gracilis

1981 年に Tannerら［30］によって歯肉炎及び歯周
炎の患者から分離され，当初は Bacteroides gracilisと
命名されている．しかしながら，健康な部位でも同様の
レベルの C. gracilisが検出され疾患とは無関係である
ことも示唆されている［31］．B. gracilisから C. gracilis

へ分類が変更されたのは 1995 年のことである［32］．

（8）C. concisus

1981 年 Tannerら［30］が人の歯周病から Bacteroides 

gracilis，Wolinella rectaとともに分離した．人の歯肉
炎，歯周炎との関連性は明らかになっていないが［33］，
バレット食道及び食道腺癌の発生には寄与することが示
唆されている［34］．近年では，人の炎症性腸疾患（IBD）
との関連性も示唆されている［33］．動物では，犬や猫
の口腔に存在することが知られているが，動物での疾病
との関連は確認されていない．

（9）C. rectus

1981 年 Tannerら［30］が歯周病患者から分離した．
当初の名称はWolinella rectaであったが，1991 年の再
分類時にCampylobacter rectusと名称変更された［35］．
それ以来，歯周溝，舌，頬粘膜，唾液を含む口腔のさま
ざまな場所から分離され［36, 37］，本菌と歯周病との
関連も多く報告されている［31, 38, 39］．本菌が歯肉組
織における炎症の刺激剤として機能することが示唆され
ている［40］．動物では犬から分離されているが疾病と
の関連性は確認されていない．

（10）C. lari subsp. lariと C. lari subsp. concheus

1983 年 Benjaminら［41］が 42℃で発育するナリジ
クス酸耐性らせん状菌を人の糞便から分離報告した．当
初の名称は C. laridisであったが，1990 年に von Grae-

venitz［42］により C. lariと改められている．カモメ
から分離されることがよく知られており，野鳥や家禽か
らも分離されることがある．ごくまれに人の下痢症患者
より分離されることがある．2009 年には Debruyneら
［43］が人と貝類から分離された C. lari様の菌の再分
類を行い，C. lari subsp. lariとC. lari subsp. concheus

の 2つの亜種にわけた．
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れた［67］．分離された野鳥として，灰色頭アホウドリ
（Diomedea chrysostoma）から，クロマグロアホウド
リ（Diomedea melanophris），ジェンツーペンギン
（Pygoscelis papua）が挙げられている．

（24）C. volucris

2010 年 ス ウ ェ ー デ ン の ユ リ カ モ メ（Larus 

ridibundus）における調査中にカンピロバクターが分離
され当初 C. lari として同定された．AFLP，SDS︲
PAGE 分 16S rRNA 及 び hsp60 遺 伝 子 配 列 分 析，
DNA︲DNAハイブリダイゼーションによって新種と確
認された［68］．韓国で真性赤血球増加症とアルコール
性肝硬変を伴う免疫不全患者において C. volucris菌血
症の症例が報告されている［69］．

（25）C. corcagiensis

2014 年捕獲されたシシオザル（Macaca silenus）の
糞便から Kozielら［70］によって分離された．当初，
ウレアーゼ試験陽性であったことなどから C. 

ureolyticusと考えられたが，16S rRNA及び hsp60 遺
伝子配列とマトリックス支援レーザー脱離／イオン化飛
行時間（MALDI︲TOF）プロファイルに基づき新種と
提案された．人及び動物への病原性はまったくわかって
いない．

（26）C. iguaniorum

2015 年 Gilber tら［71］が爬虫類のサンプリング中
にトカゲとカメ（chelonian）から分離した．16S 

rRNA配列分析により，これらの株は C. fetus及び C. 

hyointestinalisと近縁であることが明らかになってい
る．現時点では爬虫類のみが宿主である．

（27）C. geochelonis

2016 年，爬虫類におけるカンピロバクター属菌の存
在をスクリーニング中に Piccirilloら［72］によって，
西部ヘルマンリクガメ（Testudo hermanni）から分離
された．特徴的な性状として馬尿酸加水分解陽性，25℃
での発育，42℃での非発育などが挙げられる．人及び
動物への病原性はまったくわかっていない．

（28）C. hepaticus

2016 年オーストラリアにおいて点状壊死を呈したレ
イヤー鶏肝臓から Vanら［73］によって分離された．
生化学的性状は C. jejuniとほぼ同じであるが，hsp60
遺伝子の相同性が大きく異なる．その後 2018 年にもア
メリカの Gregor yら［74］も同じくレイヤー鶏の点状
壊死肝（Spotty liver disease）から本菌を分離してお
り，病原性が強く示唆されている．人から分離報告例は

（17）C. lanienae

2000 年 Loganら［57］によって，スイスの食肉処理
場労働者における衛生調査中に健康な人の糞便から分離
された．遺伝子レベルでの解析によりC. hyointestinalis 

subsp. hyointestinalis，C. fetus 及 び C. mucosalis と
近縁であることがわかっている．人においては腸炎から
本菌が分離された報告がある［58］．動物からは，多く
の国で豚やイノシシから分離されておりわが国でも分離
例がある［59, 60］．

（18）C. insulaenigrae

2004 年 Fosterら［61］によってアザラシの直腸スワ
ブとネズミイルカの屍体小腸から分離された．特徴的な
性状として 42℃での非発育が挙げられる．2007 年に，
発熱，下痢，敗血症を呈した人症例から本菌が分離され
た報告例がある［62］．

（19）C. canadensis

2007 年に捕獲されたアメリカシロヅル（Grus 

americana）のクロアカスワブから Inglisら［63］に
よって分離された．人及び動物への病原性はまったくわ
かっていない．

（20）C. avium

2009 年 Rossiら［64］により分離報告された．馬尿
酸加水分解陽性カンピロバクターとしてブロイラーと七
面鳥の盲腸内容物から分離されている．まだ人からは分
離されておらず，動物に対する病原性も確認されていな
い．

（21）C. cuniculorum

2009 年 Zanoni ら［65］ に よ っ て ア ナ ウ サ ギ
（Oryctolagus cuniculus）の盲腸内容から分離された．
16S rRNA遺伝子の比較解析により C. helveticusと近
縁であることが明らかになっている．人及び動物への病
原性はまったくわかっていない．

（22）C. peloridis

2009 年 Debruyneら［66］によって人の糞便と貝類
から分離された．菌はセファロチン（32mg/l）を含む
培地では発育しない．人及び動物での病原性は明らかで
ない．

（23）C. subantarcticus
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鳥とペンギンの糞便スワブかららせん状微好気性菌株が
得られ，当初 C. lariかと思われたが蛋白及び増幅断片
長多型（AFLP）分析によって 2010 年に新種と認識さ
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ている．
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